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“桑都” 八王子を彩る

30の
構成文化財

「桑都物語」を語る上で欠かすことのできない、

国史跡・八王子城跡をはじめとする北条氏照

公ゆかりの史跡等（6件）、高尾山及び薬王院
の信仰に関する文化財（11件）、桑都の歴史
の中で育まれた伝統文化（13件）、合計30件
の有形・無形の文化財です。

八王子城跡
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北条氏照
および家臣墓

05

八王子神社
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八王子城跡
御主殿出土品

02

滝山城跡

04

小仏関跡

06

高尾山

07

御前立御本尊
飯縄大権現像

11

髙尾山薬王院
の文化財

09
髙尾山薬王院
文書

08

髙尾山薬王院
浄心門

12

養蚕守護札

13

杉苗奉納石碑

14

高尾山の
ムササビ

17

桑都日記稿本

18

火渡り祭

15

水行道場

16

（北条氏照発給文書）

絹の道
20

多摩織

19
八木下
要右衛門屋敷跡

21

小泉家屋敷

22

木遣

24

八王子の獅子舞

23

（浜街道） （絹の道資料館）

上の祭り・
下の祭り

26
八王子車人形
および
説経浄瑠璃

25
上の祭り・
下の祭りの
神輿・山車

27

八王子芸妓

28

桑都の銘酒

29

（八王子まつり）
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日本遺産「桑都物語」推進協議会

高尾山のスギ
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30

諏訪神社（鑓水）
の文化財
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﹂
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桑
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〞
と
称
さ
れ
た
八
王
子
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戦
国
時
代
に
関
東
を
治
め
た
北
条
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八
王
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を
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祈
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史
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︑
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国
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将
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、
魅
力
的
な
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・

芸
術
的
な
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を
感
じ
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こ
と
が
で
き
ま
す
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獅
子
舞
や
、八
王
子
織
物
か
ら
生
ま
れ
た
伝
統
的
工
芸
品「
多

摩
織
」、
粋
な
町
人
が
競
い
合
っ
て
つ
く
っ
た
絢
爛
豪
華
な

山
車
、
農
村
の
娯
楽
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ら
発
展
し
た
八
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車
人
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木
遣
、

八
王
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妓
な
ど
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豊
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な
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が
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の
中
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ま

れ
て
き
ま
し
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が
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を
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り
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農
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が
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蚕
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護
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祈
り
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も
多
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諸
願
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る
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祈
り
の
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で
す
。
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響
く
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霊
気
＝
生
命

（
い
の
ち
）
の
力
」
が
満
ち
満
ち
て
い
ま
す
。

氏
照
が
築
い
た
八
王
子
城
か
ら
始
ま
る
〝
桑
都
物
語
〞
は
、

祈
り
の
お
山
・
高
尾
山
と
と
も
に
、
戦
国
時
代
か
ら
現
代
、

そ
し
て
未
来
へ
と
紡
ぎ
続
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

氏照が新たな城を築いた地は、八王

子の名の由来となったといわれる八

王子権現（はちおうじごんげん）を祀る

聖地でした。向かい合う高尾山を天

然の要害とみたて、甲州から八王子

への進入路となる峠道を押さえるこ

とができる軍事的要衝です。峠道を

監視するための「富士関」が、江戸

時代に甲州道中で最も堅固な関所だ

といわれた「小仏関（こぼとけのせき）」

として引き継がれたことからも、こ

の地がいかに重要な場所であったか

ということがわかります。氏照は、

戦の神として信仰された飯縄大権現
（いづなだいごんげん）を本尊とする、「薬

王院」のある高尾山を篤く庇護しま

した。江戸時代に書かれた『桑都日

記（そうとにっき）』には、氏照が八王

子城下の景勝地を選び、その情景を

詠んだとされる「八王子八景」が記

されています。

城山から見た秋の月が、領地一帯を照らす様

子が詠まれています。軍事と信仰の両面で重

要な場所であったこの地に城を築き、領地を

豊かに治めようとする自分の姿を、輝く月に

重ねたのかもしれません。

八王子城の秋月
［ 八王子八景 ］

Hojo Ujiteru

氏照は城下町の整備にも力を入れ、

「八王子織物」の起源といわれる、

織物の取引が行われた滝山城下の市

や城下町の名が、八王子城下に引き

継がれました。八王子城が落城した

のち、江戸幕府が江戸西方の防衛や

交通の要衝として整備した八王子宿

にも、氏照が築いた城下町や市が移

されました。その後、八王子宿は絹

産業を基盤に、甲州道中最大の宿場

町へと発展します。大量の生糸が周

辺の産地から集められ、幕末から明

治期にかけて、輸出のために「絹の

道（きぬのみち）」を通って横浜へ出荷

されました。絹産業の発展は「多摩

織（たまおり）」という伝統工芸品を生

み出すこととなり、機織（はたおり）

とともに培われてきたものづくりの

技術や職人たちの思いは、現代にも

脈々と受け継がれ、様々な産業に新

たな息吹をもたらしています。

桑畑が広がり養蚕が盛んに行われ、市が賑わっ

ている様子が詠まれています。“桑都” として

広く知られ、織物のまちとして発展した八王

子の姿は、氏照が取り組んだまちづくりの萌

芽が実を結んだものといえます。

桑都の晴嵐（せいらん）
［ 八王子八景 ］

Soto

江戸時代、絹産業は髙尾山薬王院へ

の信仰と深く結びついていきます。

養蚕農家は、大切な蚕を鼠から守る

ために「蚕守」の護符を薬王院に求

め、生糸や織物を扱った絹商人は、

周辺の養蚕農家や機屋、江戸の問屋

に薬王院の護摩札の配札を取次ぎ、

高尾山の信仰圏を拡大させる一翼を

担いました。人々は薬王院にご利益

を求め、諸願成就の返礼として杉の

苗木を奉納してきました。山内の数

多くの石碑や、参道に並ぶ奉納板に

は、高尾山信仰の大きな特色である

この「杉苗奉納」が、絹産業と関係

の深い人々によって行われ続けてい

ることが記されています。山内を歩

くと、絹産業の発展により広まった

高尾山への信仰が今も連綿と受け継

がれ、信仰とともに高尾山の自然が

守られていることを実感することが

できます。

山内に立ち込める靄（もや）が「みどり色のも

や（翠靄）」と表現され、自然の豊かさと美しさ、

そして厳かな霊山の空気感が詠まれています。

氏照が愛でた、霊気に満ち緑豊かな「翠靄の景」

は、昔も今も変わらぬ高尾山の大きな魅力です。

高尾の翠靄（すいあい）
［ 八王子八景 ］

Mt.Takao


